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レントゲン撮影とは
病院でⅩ線を使用する医療機器は、一般撮影、

透視撮影、血管撮影、CT、マンモグラフィーです。
この中でレントゲン撮影と呼ばれるのは最も汎用
的で被ばくの少ない一般撮影です。「写真撮りま
しょう」と言われるとまずこの検査になります。

厚みのある体を平面上に投影画像化するため、
前後に重なり合う臓器を分離するため少なくても2
方向以上の撮影が必要となります。特徴として広

い視野、鮮明な骨画像を中心に全体像を把握しや
すいため、病巣の位置や形、大きさが相対的に判
断できるため、初期検査として必ず必要となりま
す。特に骨の状態が良くわかるので整形外科には
なくてはならない検査となります。

Ⅹ線とは
多種ある放射線の中のひとつで、瞬間的にオン

オフできる電球の明かりと同じで、スイッチを切
れば放射線が部屋にモヤモヤすることはありませ
ん。電気的に発生させるⅩ線は、強さと量を自由
に変えられるため、医療以外にも幅広く使われて
います。また放射線の中では危険度は小さく、中
性子線を20とするとⅩ線は１くらいであるため人
に安全に扱えるのが特徴です。

Ｑ＆Ａ
Ｑ：なぜ骨しか見えないレントゲン撮影をし、
はじめからＣＴやＭＲＩではダメなの？
Ａ：骨を中心に広範囲に淡く観察できるレントゲ
ン撮影は、例えると知らない町で美味しいお店を
見つけるときに皆さんがまず最初にやるGoogleマッ
プ検索と似ています。まず、街の名前、レストラ
ンと検索しその全体像と位置関係とお店の数を把
握します。その後評価やクチコミを見たりしてだ
んだん行くお店を絞っていきますよね。
CTやＭＲＩも同じで、目的を絞らないと出来ない
検査なんです。
Ｑ：腰の撮影をしましたが、左が痛いと言ったの
に、技師に右側を上にして撮影されました。
Ａ：上にある機械はＸ線を発生させる機械であっ
てカメラではありません。カメラに例えるものは
撮影台の下にあります。それにレントゲン撮影は
撮影エリア内全て透けて見えるので左右どちらも
見えます。（図２ レントゲン撮影の原理 参照）

Ｑ：被ばくが心配 実は数日前も他でレントゲン
撮影をしている。
A：先にも話したように、レントゲン撮影はⅩ線
検査の中で被ばくがとても少ない検査になります。
特にデジタル化により最近では以前のフィルム撮
影に比べ半分以下で撮影できるようになってきま
した。レントゲン撮影で一番被ばくが多いと思わ
れるものは腰椎２方向撮影でそれを５とすると現
在の造影CT検査では100を超えます（図１）。

ＣＴ検査は、今の医療に欠かすことが出来ない
重要な検査で、どれだけの命を救ってきたのかは
測り知れません。また万一放射線によりDNA切断
が発生したとしても通常数時間後には修復されて
しまいますのでそれから癌が発生する確率はほぼ
ゼロに等しいです。ただし、胎児と幼児に関して
は注意が必要となります。

次回は病院で働く医療従事者の笑えない放射線被
ばくの現状をお話したいと思います。
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